
食品ロス削減等の市民・事業者の行動場面別 
ごみ減量メニューの検討 

【資料５】 



 検討内容・目的 

■ 背景 

 ・ ごみ半減をめざす「しまつのこころ条例」において，ごみ減量について，重点的に取り組む６つの分野（①製造， 

  ②食，③販売と購入，④催事（イベント等），⑤観光等，⑥大学・共同住宅等）を設定 

 ・ 「新・京都市ごみ半減プラン」では，２Ｒに関する目標として，「食品ロス」，「レジ袋」，「乾電池」の削減を 

  設定 

 ・ ２Ｒについては，３キリ運動等を推進しつつ，各主体が今後実施していくべき取組をわかりやすく具体的に明示し 

  ていくことが必要 

 ・ そのため，「新・京都市ごみ半減プラン」では，「食品ロス削減等の市民・事業者の行動場面別ごみ減量メニュー 

  の検討・実施・支援」を推進項目として掲げている。 

 

■ 検討内容・目的 

 ・ 条例に掲げる２９の取組を踏まえ，市民・事業者の行動場面別に，食品ロス削減等重点的に推進する２Ｒの取組メ 

  ニューを検討し，とりまとめる。 

 ・ このメニューを実践していだたく，市民・事業者の主体的な取組が促進するよう，市の取組を検討する。 

 ・ ただし，２Ｒの取組は多岐にわたるため，本検討では，プランの２Ｒに関する目標（食品ロス，レジ袋，乾電池） 

  に留意し，例えば，京都の地域特性（観光など），京都が全国をリードしてきたごみ減量の取組（レジ袋削減協定， 

  乾電池の回収など）など，「京都ならでは」の視点で具体的な取組メニューと，それを促進する市の取組を検討する 

  こととする。 

 ・ なお，検討に当たっては，条例及びプランの基本理念に掲げる「ライフスタイル・ビジネススタイルの転 

  換」を図る観点から，市民，事業者が，ごみ減量，環境負荷の低減等の目的について，共通の認識を持てる 

  ようにすること※を特に重視する。 

   ※ 例：小売業者によるレジ袋有料化は，市民（消費者）から見ると小売業者の利益目的の取組と思われてしまうことが懸念される 

        ため，ごみ減量，環境負荷の低減等を目的に実施しているということを，小売業者のみならず，市からも市民（消費者）に 

        発信することにより，市民・事業者が共通の認識を持つことができるようになる。  1 



 検討の流れ（案） 
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第５７回審議会【本日】 

 市民・事業者の行動場面例，行動例，行政等の取組事例を参考にし（９ページ以降参

照），検討の視点，アイデアの提案，検討を深めるために収集が必要な情報等について，

フリーディスカッションを実施 

部会（２回程度開催） 

・ 第５７回審議会での議論を踏まえ，検討を深化 

・ 必要に応じて，関係事業者からの意見聴取も実施 

第５８回審議会 

 検討内容をとりまとめ 



 食品ロスの排出割合 

・ 家庭ごみ，事業ごみに占める生ごみの割合は，いずれも約４割【図①】 

・ 生ごみに占める，手付かず食品，食べ残しといった「食品ロス」の割合も約４割と同じで，その重量は概ね３万ト 

 ンずつとなっている。【図②】 
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■ 家庭ごみ（燃やすごみ）及び事業ごみ（業者収集ごみ）に占める生ごみの割合 【図①】 

■ 家庭ごみ及び事業ごみの 
  生ごみに占める食品ロスの 
  割合及び重量【図②】 

＜出典：平成25年度京都市調査＞ 
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 食品ロスの業種別排出分布 

・ 食品ロスの排出の大半は，小売と飲食。小売は手付かず食品，飲食は食べ残しの割合が高い【図①】。 

・ 小売では，スーパー，食品小売の割合が高く，コンビニエンスストア，商業ビルが残りを占めている【図②－１】。 

・ 飲食の大半は，レストラン（居酒屋なども含む）【図②－２】。 

・ サービス業では，老人ホームの食べ残しの割合が最も高く，ホテルはファストフード（飲食）と同程度の排出，そ 

 の他サービス業（イベント会場，娯楽施設など）も比較的高い【図②－３】。 
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■ 食品ロスの業種別排出分布（事業所から出される「食品ロス」の内訳） 【図①】 

＜食品ロス排出割合の高い業種における業態別排出分布＞ 

小売業【図②－１】 

サービス業【図②－３】 

飲食業【図②－２】 

＜出典：平成23年度京都市調査＞ 
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 家庭から出される「燃やすごみ」中の生ごみの詳細な組成 

・ 生ごみの約４割が食品ロス。食べ残し，手付かず食品ともに，野菜類の排出割合が最も高い【図①】。 

・ 手付かず食品のうち，賞味期限前のものが約３割。賞味期限後１週間以内と２週間以内のものも約３割【図②】 
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■ 生ごみの詳細な組成（重量ベース）【図①】 ■ 手付かず食品の賞味期限と排出日（個数ベース） 
  【図②】 

＜出典：平成24年度京都市調査＞ 
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 インターネットアンケート結果 ～ 生ごみが出てしまう原因は？ ～ 

・ 「ある」（＝「頻繁にある」＋「時々ある」）の割合が最も多かったのは，「販売されている単位が大きすぎる」。 

・ 「お値打ち品を買い過ぎた」，「家にあるものをダブって買ってしまった」，「使い道を考えずに購入した食材を， 

 結局使わずに賞味期限切れになった」等の，買い方に起因する回答も多い。 
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■ 生ごみが出てしまう原因は？（買い物段階） 
＜出典：平成23年度京都市調査＞ 

 ＜自由記述の回答＞ 

・ 2人家族なので，三つ葉，葱，白菜などの販売単位が多く使い切れない（62歳女性） 

・ 納豆を買うと3個パックになっているため，2人で食べるといつも残る（62歳男性） 

・ 袋売りされている野菜の量が多すぎて食べ切れずに腐らせてしまう（24歳男性） 

・ 一人暮らしで，かつ，ほとんど家で食事を作らないため，キャベツは半玉でも多い。ニラやネギなども一回に半束も使えな 

 い（35歳男性） 

・ きゅうり等は，1本より3本の方が安いのでつい買ってしまうが使い切れない（46歳女性） 

・ 安売りで多めに購入した，納豆や煮豆が賞味期限内に食べれなかった（47歳女性） 

・ 野菜や肉などを特売で買い過ぎてしまい，結局生ごみとなってしまうケースがある。（51歳男性） 
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 家庭ごみ：燃やすごみ中のレジ袋等容器包装の組成 

・ 「燃やすごみ」に排出されている「容器包装」は，大半が紙製とプラスチック製で，概ね同じ割合である【図①】。 

・ プラスチック製の容器包装は，飲料・食品に使用されている割合が高い【図②】。 

・ 紙，プラスチックともに，販売段階よりも製造段階で付加された容器包装の割合の方が高い【図③】。 
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■ 燃やすごみ中の容器包装の材質別内訳【図①】 

■ 燃やすごみの容器包装の用途別内訳【図②】 

■ 燃やすごみ中の容器包装が付加された過程【図③】 

＜出典：平成24年度京都市調査＞ 

（レジ袋，食品トレイ等） 
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左記以外の主な乾電池使用製品 代替難 

ミュージックプレイヤー 

ＣＤラジカセ 

ポータブルＭＤ・ＣＤ 

携帯ラジオ ● 

インターフォン 

ポータブルテレビ 

電動のおもちゃ 

ラジコンカー 

電子ゲーム 

強力ライト 

懐中電灯・ペンライト 

ＰＤＡ・電子手帳 

デジタルカメラ 

掛時計・置き時計 

シェーバー・電動歯ブラシ 

リモコン 

ガス・石油機器自動点火 

電子辞書 

ペースメーカー ● 

（図及び表の出典）「WE LOVE DENCHI」（2013年4月改訂 一般社団法人電池工業会）に一部品目を追加（代替困難性の●印は，京都市が追記） 

 乾電池について 

・使い捨て製品である乾電池及びボタン電池については，「非常・緊急用」，「生体維持等の目的で乾電池使用の代 

 替が不可能であるもの」といった必須目的の製品（以下の図表の●）を除き，充電池に代替できる可能性がある。 

・しかし，乾電池から充電池への転換を促す販売促進ＰＲは積極的に行われていない。 



 品目・業種・業態別の２Ｒの行動場面例と行動例※ 
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品
目 

業種 業態 行動場面例 行動例※  

食
品
ロ
ス 

小売業 スーパー 
コンビニエンスストア 
食品小売業 等 

販売時 小分け販売，肉・魚等の切り売り・量り売りの実施・案内，食品ロスを
出さない買い物のＰＲ，欠品についての消費者への説明（廃棄ロス削減
への理解呼掛け） 

期限切れ間近の商品，規格外
商品の発生時 

見切り販売の実施 
残った食品や規格外の食品の他用途での活用 

飲食業 ファストフード 
レストラン，居酒屋 
食堂，喫茶等軽食 
飲食系ビル 等 

食事の提供時 小盛りメニューの紹介，食べ残さない食事の実践のＰＲ 

食べ残しの発生時 ドギーバッグによる持帰りの対応 

期限切れ間近の商品，規格外
商品の発生時 

残った食品や規格外の食品の他用途での活用 

サービス業 旅館・ホテル 
イベント会場 
娯楽施設 等 

食事の提供時 消費者の希望に合わせた食事量の提供（事前に伺うなど） 

食べ残さない食事の実践のＰＲ（宴会時に必ず食べる時間を設ける３
０・１０運動など） 

食べ残しの発生時 ドギーバッグによる持帰りの対応 

期限切れ間近の商品，規格外
商品の発生 

残った食品や規格外の食品の他用途での活用 

共通 仕入れ時 食品ロスを出さない仕入れの工夫 

レ
ジ
袋
等
容
器
包
装 

小売業 
 

スーパー，コンビニエンス
ストア，食品小売業 等 
 

製造段階で容器包装が付加さ
れている商品の販売時 

省容器包装商品のＰＲ ※製造業の協力が必要 

店舗で容器包装を付加する商
品の販売時 

裸売り，袋売り，惣菜袋の導入（パック⇒袋），ノントレイ包装の導入
（トレイ⇒袋），レジ袋・ロール袋の使用抑制，マイボトルの利用促進 

飲食業 ファストフード，レストラ
ン，居酒屋，食堂，喫茶等
軽食，飲食系ビル 等 

食事の提供時 使い捨て容器の使用抑制 
マイボトルの利用促進 

共通 仕入れ時 省容器包装商品の仕入れ 

電
池 小売業 スーパー，家電量販店 等 販売時 乾電池販売コーナーでの充電池利用のＰＲ 

★ 市民は，購入・外食等の行動場面において，上表の事業者の行動と対になる行動を実施し，加えて，家庭での生ごみ３キリ運動（使いキリ・食べキ 
 リ・水キリ）に一層取り組んでいただくことが必要 

※ 行動例は一例であり，条例に掲げる２９の取組については，すべて念頭において検討することが必要 



 行政等による２Ｒの取組事例一覧（食品ロス） 
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品
目 

取組事例 

概要 

行動場面 

分
類 

京都市 他都市等 

事業者 市民 

飲食 

ホテル等 

販
売 

購
入 

外
食 

内
食 

食
品
ロ
ス 

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ 

・ 

啓
発 

食べ残しゼロ推奨店
舗認定（生ごみ３キ
リ運動） 

食べきり協力店事業（横浜市）
等 

生ごみ減量に取り組む店舗の認定を行い，
ホームページ等でＰＲする ○ ○ 

食べきりげんまんプロジェクト
（九都県市廃棄物問題検討委員
会 ） 

ファミレス等で料理を食べきった時の笑顔
を撮影し，応募する「スマイルフォトコン
テスト」を実施【12ページ参照】 

○ ○ 

生ごみ３キリ運動
（店頭でのキャン
ペーン，啓発冊子の
配布，懸賞等） 

「３ない運動」「ギュッと水切
り・ひとしぼり運動」（名古屋
市）等  

食材の使い切り，食べ切り，生ごみの水切
りに関する啓発 

○ ○ ○ 

３キリクッキング講
座 

エコスタイルクッキング講座
（千葉市）等 

クッキング講座を通じて生ごみの減量につ
いて学ぶ講座を実施 

○ ○ 

おうちで「残さず食べよう！３
０・１０（さんまるいちまる）
運動」（松本市）等 

毎月30日は冷蔵庫クリーンアップデー，毎
月10日はもったいないクッキングデーとし
た家庭で取り組む食品ロス削減の啓発 

○ ○ 

３０・１０（サー
ティー・テン）運動 

おそとで「残さず食べよう！３
０・１０（さんまるいちまる）
運動」（松本市）等 

会食や宴会などでは乾杯後の30分間とお開
き前の10分間は席を立たずに料理を楽しむ
よう啓発 

○ ○ 

生ごみスッキリ情報
館（生ごみ３キリ運
動） 

京都こごみネット 

おいしいふくい食べきり運動
（福井県），食べきりげんまん
プロジェクト（九都県市廃棄物
問題検討委員会 ）等 

食品の食べきりなど，食品ロスの削減につ
いてホームページやキャンペーン等で啓発 

（参考）食べきりげんまんプロジェクト
【12ページ参照】 

○ ○ ○ ○ ○ 



 行政等による２Ｒの取組事例一覧（レジ袋等容器包装） 
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品
目 

取組事例 

概要 

行動場面 

分
類 

京都市 他都市等 

事業者 市民 

製
造 

販
売 

購
入 

消
費 

レ
ジ
袋
等
容
器
包
装 

イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ 

レジ袋の削減に関する協定 レジ袋の削減に関する協定（滋
賀県 等） 

事業者，市民団体，行政等によりレジ袋の
削減に関する協定を結び，レジ袋の使用抑
制を推進 

○ ○ 

啓
発 

マイボトル推進等サポート事
業【実施予定】 

マイボトル対応の店舗や衣料品自主回収の
店舗に関する市民への広報等の支援 

○ ○ 

減装（へらそう）商品の推奨
（ＮＰＯ法人ごみじゃぱん）
【製造段階で付加される容器包
装の削減】 

小売店で販売されている商品について，中
身あたりの容器包装が少ない商品を「減装
（へらそう）商品」として認定し，推奨Ｐ
ＯＰ等によりＰＲ【13ページ参照】 

○ ○ ○ 

容器包装ダイエット宣言（九都
県市廃棄物問題検討委員会）
【製造段階で付加される容器包
装の削減】 

容器包装の削減に取り組んでいる企業の活
動情報の周知，容器包装発生抑制に配慮し
た商品のＰＲ等 

○ ○ ○ 

ようきにへらそう！キャン
ペーン（京都市ごみ減量推進
会議）【販売段階で付加され
る容器包装の削減】 

食品スーパーでの容器の持参による購入・
販売，ロール袋の使用取りやめ，簡易なト
レー等への切替えなどを推進する取組 

○ ○ 

京都こごみネット ごみ減量・分別リサイクルについて広く啓
発 

○ ○ ○ ○ 

そ
の
他 

包装の環境配慮に関する日本工
業規格（JIS）の制定（経済産業
省） 

包装についての環境負荷の最小化やリユー
スにする手順を規定【14ページ参照】 ○ 



 主な２Ｒの取組事例の概要① 
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■ 食べきりげんまんプロジェクト （九都県市廃棄物問題検討委員会） 



 主な２Ｒの取組事例の概要② 
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■ 減装商品 （ＮＰＯ法人ごみじゃぱん） 



 主な２Ｒの取組事例の概要③ 
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■ 包装の環境配慮に関する日本工業規格（JIS）の制定（経済産業省） 


